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スキーウエアを着て、手には赤いソリを持つ子どもの後ろ姿。数日前につくったそりすべり用の小

さな雪山に向かって歩いている。そんな写真があります。しかし、その子の姿もその山もぼんやりと

しか写っていません。猛吹雪の中で遊ぼうとする4歳の頃の僕。母が窓から撮ってくれた大切な写

真です。

小さい頃から雨や雪、状況が悪いときの外遊びが大好きでした。台風の目も、よくずぶ濡れにな

って遊んでいました。もちろん晴れている目にのんびりと過ごすのも良いのですが、ずっとそれが

続くと、どうも僕はうずうずしてしまうのです。安心できる場所にずっといるよりも、安心できる

場所を新しく作るのが好きなんだな、と自分で思います。そんな性分の僕ば安心の場である<森

のようちえんぴっぴ>から3月末で旅立ち、新たな冒険に挑みます。

ぴっぴとの出会いは偶然の事故のようなものでした。 2009年、東京から軽井沢に引っ越すにあ

たって、まだ幼児だった鼓太郎、関太、快之介の幼稚園・保育園を探していました。 「一日中、野

外で過ごすおもしろい園があるんですよ。 」とお世話になっていた不動産屋さん。その人に連れて

来られたのが2009年1月20日のこと。当時はフェローシップバイブルキャンプの広場を活動拠

点にしていて、今のぴっぴの森は「お出かけ場所」の-つでした。ぴっぴが始まって2年目。今の

小学校6年生が、どんぐりさんの年齢の頃です。子どもが10人、大人は2人。ちいさなちいさな

園でした。雪積もる広場や森の中で、全身を動かして遊ぶ子ともたち。寒いのにすごいな-とは思

いました。ただ子どもは遊び道具がなくても自然の中ならたっぷり遊ぶというのは、自分の幼少

期の体験もあり、それほど驚くことではありませんでした。 「ここならうちの子ともたちも楽しく

毎日を過ごせるだろうな。 」と思いました。そう、もしもこの目あの<事件>が起きなければ我

が子たちはぴっぴに入国していたでしょう。でも、実際に入園(了! )したのは僕だけでした。

それはぴっぴランチの時に起きました。その日のメニューは焼きおにぎりと煮込みハンバーグ。

焚き火を囲み、身体を温めながら、立って食べるというのが当時の冬のランチスタイル。準備が整

った人から、焼きおにぎりをもらって食べ始めます。 3歳になったばかりの久道くん。彼は外した

手袋を焚き火の周りの石の上に置きました。濡れた手袋を乾かそうとしているのでしょう。でも、

どう見ても火に近すぎる。大丈夫なのかな了と気にになりましたが、スタッフは何も声をかけない

し、手もたさない。 「何か起こるそ、これは‥。 」そんなことを思いながら、手袋と久道くんを交

互に見ていました。案の定、手袋は焦げてしまいました。それに気がつき、声をあげて泣く久道く

ん。 「やっぱり焦げましたね。 」と、スタッフの1人(わこさんでした)に声をかけると「そうで

すね。でもね、先週は燃やしちやったんですよ-。 」と笑顔。衝撃でした。これが<焦げた手袋事

件>です。



「ほらほら、このあいだ燃やしちやったでしょ。もっと離しておかないと。 」と声をかけ、大人

が手袋を動かしてしまうのが普通でしょう。それが、ここにはない。それによって、久道くんの手

袋は先週も今日もダメになってしまった。先週は燃やして、今日は焦がしている。 2回とも完全な

失敗です。でも、ほんのちょっとかもしれないけど確実に火との距離を学んでいるように僕には思

えました。そして、その2回の失敗を見守っている、見届けている大人。 (単純に人手が足りな

く、見逃していただけだったのかもしれませんが…笑)

これはすごい。人は失敗から学ぶ。たくさん挑戦して、たくさん失敗することが大事。 「失敗し

ても大丈夫」という実感の積み重ねが、確かな自信としてその子の中に培われていく。その現場に

身を置いてみたい。そこで学んでみたい。帰りの東京に向かう新幹線の中であれこれ考えました。

これはもう突き進むしかない。進めているプロジェクトは中断しよう。 3月与目に「ボランティア

でいいから働かせてください。とまゆさんにメール。 「4人のお子さんを養えるだけの給与は払え

ないので‥」と断られかけたので、自分の状況を包み隠さず伝えました。 3月30目にトンボの湯

の横のハングリースポットで「ダッチオーブンが得意です。 」とアピールし、 4月10日の入園の

集いから押しかけスタッフとして関わることになったのでした。こんなふうに、 <森のようちえん

ぴっぴ>という場での冒険はスタートしたのでした。

週2目だけ保育に出ていたのが、 1目、また1目と増え、 2012年にはぼろぴっぴもスタート。

その合間に並行して軽井沢中部小学校の子ともたちを対象にしたく通学合宿>という活動も始めた

りしました。 2歳から12歳まで。様々な子ともと共に過ごし、学ぶ日々でした。

ふりかえると、どの現場でも大切にしていたのは「やってみる」ということ。 「やってみる」が

許される、認められている。たくさんの「やってみる」が集まっている、積み重ねられている。そ

の主体は子どもだけではなく大人も。 「やってみる」の結果を評価したり、評価されるのではな

く、 「やってみる」そのものが大切にされる。何を「やってみる」のかは本人が決める。他の人か

ら与えられるものでも、決められるものではない。そのためには、余地や余白がたっぷりと残さ

れ、守られていることが重要。子どもたちのちいさな「やってみる」が、子とも白身の心と身体、

そして森いっぱいにあふれているぴっぴは、子どもが幸せな子とも時代を送るのに最高の場所で

す。

そんな幸せな子とも時代が、小学生になっても、中学生になっても続けられるような環境をつく

ろう。子どもが自分の人生の主人公でいられるよう、人間が本来持っている学ぶ力を信じて、余地

や余白がたっぷりある学びの場をつくろう。それが僕の新しい「やってみる」です。

ぴっぴで学んだたくさんのことは、楽天で学んだことと同じように僕のベースになっています。

ぴっぴの一員として人生の大事な時を過ごせたことを誇りに思っています。そして、たくさんの

「やってみる」をわかちあってきた子ともたち、僕のたくさんの「やってみる」を認めてくれたス

タッフの皆さんと保護者の皆さんに深く感謝しています。本当にありがとうございました。これか

らも、森のようちえんぴっぴを大切に思う気持ちに変わりはありません。共に未来を拓くよき仲間

として、ある時は刺激し合い、またある時には支え合える存在であり続けたいと思います。
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豊田鯛だより

氷点下12度の寒い朝、隣町の屋台きんから電話がありました。屋台さんはあの死んでしまったオス羊の麦をく

ださった御代田の羊飼いのおじいちやまです。 「いま双子の停学が産まれたから、お産の処理など見に来るとい

い、すぐおいで」屋台さんは獣医さんなのでもしかしたら春にうちでも仔羊が生まれるかもと色々と繁殖の相談

に粟ってくだきっていました。どきどきしをがら駆けつけると、 「一匹はダメかもしれ勧、。親が放棄している。 」と庭

へ案内してくださいました。この寒空の下なんと小屋の申ではなく外の草鞋に、一匹はお母さんの横で座り、一匹

は草の上で目を閉じて横たわっていました。 「一匹はすぐ立ったから初乳を飲んでもう大丈夫だが、もう一匹は立

てなかったから親が舐めてやらず放置したまま、まだ初乳も飲んでい執ヽからダメかもしれ勧、。 」軍の上にかす

かに息をしながら横たわる小さな停学はをんとも寒そうで「毛布か何かかけ執、と寒くないですか。 」と聞くと「あ

まり人間が触ると匂いがついて完全に親が世話をしなくなる。油で覆われているから大丈夫、しばらくは触ら執、

ほうがいい。 」と。もう一匹の母親の擬にいる仔羊も寒空の下で本当に寒そうですが「母親がちゃんと風上に座っ

て風をよげでいるし腹の横に置いて温めているから心配ない。利口なもんだよ。 」とまだ氷点下10度の草原でじっ

としている母子を見守っていました。後塵(胎盤など)がお尻から下がっているが、とれたら食べてしまう静こ処理

したほうがいいとか、産後1日日は初乳をしっかり飲むかどうか絶えず見るように、と色々なことを教えていただき

ました。そうこうするうち近くにいたもう一匹のメスが産気づいて目の前で停学を産み、この日はお産の実際を学

ぶ貴重なl日になりました。双子の片方は籍局お昼前にはいったん立ち上がったものの、母親がお乳をやろうとせ

ず夕方から哺乳類で人口哺乳を始めましたが、初乳を飲まなかったからか二日目の夕方には立てなくなり死んで

しまいました。屋台さんの家ではl月に合計4匹の子どもがうまれましたが、もう一匹やはりすぐ立てなかった子ど

もを母親が授乳放棄し死亡、結局華分の2匹だけが育っています。育たか、と見込まれる子を親が放棄するのは

自然の摂理と闘いでも、小さな停学が息をしているのに人間の手ではどうしようもないその現場は過酷なもので

す。 「家畜を飼うというのはいつも死を覚悟するってことだから、冷静に判断するんだよ。むやみに手を貸さない。

自然には逆らえないってこと。 」という屋台さんの言葉が重い。なんと獣医さんでもお産当日までその3匹の親が

妊娠しているかわからなかったそうです。うちにも春には仔羊が産まれるのでしょうか。今日もすまして草を食べる

うちのメス3匹のお腹をさわってみましたがまくわかりません。オスの大豆は初めて雪が積もった日の朝、小屋の

声を開けて外に出た時、生まれて初めて見た雪景色に「なんじゃこりゃ」という顔で果然としばし立ちすくんでいま

した。 :美和子
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